
学生会長  取り組み

近 畿 大 学 高 専 に は

近 畿 大 学 学 園 の

「 建 学 の 精 神 」が

息 づ い てい ます 。

近畿大学高専は創立63周年を迎えました

本校は、1962年、高等専門学校一期校開設の
折、「熊野高等専門学校」として、世耕弘一近畿
大学初代総長により設立されました。1999年12
月「近畿大学工業高等専門学校」に改名、2005 
年1学科・複数コース制に改組、同時に専攻科
「生産システム工学専攻」を開設、2011年名張
市に移転・開学するなど、時代の変化に対応して
参りました。今後とも世耕弘一先生の示された実
学教育と人格教育を柱に据え、教育の高度化を
進めて参ります。

近畿大学高専は人格教育と実社会に

役立つ教養と専門的知識の育成に努

め、創造力あふれる技術者の養成を目

指しています。この目標を達成するため

に、次のような人の入学を期待します。

育成する技術者像

建学の精神

教育の目的

人 に 愛 さ れ る 人

信 頼 さ れ る 人

尊 敬 さ れ る 人

を 育 成 す ることに あ る 。

社会に貢献するための広い視野からものづくりを考え、

それぞれの専門分野の知識と工学的素養をもって、

考えたものを実現していく創造力あふれる実践的技術者

「 実 学 教 育 」と

「 人格 の陶冶 」
とう や
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【  本 科  】 入 学 者 受 入 方 針

近畿大学工業高等専門学校

齊藤 公博校長

1.興味や関心のある工学専門分野を学ぶ
 ために必要な基礎学力を持っている人
2.ものづくりや実験の実学を通して技術や
 専門知識を身に付け、社会で活躍したい人
3.技術的な問題点の解決や、考えたことを
 実現したい人
4.部活動、ボランティア活動、特別活動、
 学校行事など進んで参加して多様な人 と々
 協力できる人

総合システム工学科／電気電子コース

近大高専生の思いをカタチに 

生悦住 一樹 学生会長 

2024.11.14 取材

元々は生悦住会長自身が昔からの校則に少し「違和

感」を感じていたことが始まりでした。例えば頭髪

検査。男女それぞれの頭髪検査があるだけでなく、

その内容も少し古風なもの。生悦住会長だけでなく

周囲からも違和感の声が上がったことで、校長先生

にも直談判をし、校則を変えることに成功しました。

その後、校内のスポーツ大会である「KUTCNo.1 グ

ランプリ」のマンネリ化を受け、校内実施ではなく

地域のグラウンドを借りて実施。学生からは喜びの

声がたくさん届いたという。「何かを変えたいのなら

自分たちが声を出して動いていけば先生方はしっか

り向き合ってくれる。そのことを身をもって体感しま

した。だからこそ自分が動くことで高専生の学校生

活がよりよくなるなら、これからも様々なことを取り

組んでいきたい」と生悦住会長は話します。

もっと自由な高専 LIFE を！
「学生自身が学校を変えることができる」を体現
生悦住 一樹 学生会長 

KINDAI  KOSENKINDAI  KOSEN

の

学生会は総勢34人在籍。
KUTC No.1 グランプリや高
専名張祭などを盛り上げる
だけでなく、高専生活をよ
りよくするため日頃から様々
な活動を行っています。

01 02KINDAI KOSENKINDAI KOSEN


